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ご 挨 拶

「公益信託武蔵野銀行みどりの基金」は、1992

年、武蔵野銀行創業40周年の記念事業の一つとし

て、「県内の自然環境保全及び創出のための活動を

行う皆さまに資金面からのお手伝いを」との趣旨に

基づき創設されました。

これまで300を超える自然環境保全・創出活動

への助成を行い、2022年7月、おかげさまで創設

30周年を迎えることができました。これもひとえに

多くの皆さまからの温かいご支援ご愛顧の賜物と

深く感謝申し上げます。

助成先の皆さまの活動を紹介する「ひこばえ」

は、地元埼玉における自然環境保全・創出の輪が

大きく広がっていくことを願い、基金創設5周年の

1997年に第1集を発刊いたしました。

以来、5年毎に発刊し本基金の歩みを県民の皆さ

まにお伝えしてまいりましたが、創設30周年を迎え

ました本年度も関係者の皆さまに多大なるご協力

をいただき、第6集発刊の運びとなりました。

第5集を発刊しました2018年3月以降の5年間

を顧みますと、サステナビリティ、すなわち持続可

能性の考え方が世界的に浸透し、政府・地方自治

体はもとより、企業や教育機関などの行動がドラス

ティックに変容した、まさに画期的な期間でした。

今という時代を生きる私たちにとって、「カーボン

ニュートラル」や「ネイチャーポジティブ」の考え方

は人類共通の規範であり、果たすべき未来への約

束といっても過言ではありません。

このようななか、私ども武蔵野銀行では、地域と

ともに持続的成長を目指す「サステナビリティ経

営」を標榜し、試行錯誤を重ねながらも、日々積極

的に取組んでおります。

そして、気候変動への対応と生物多様性の維持

向上は、サステナビリティの土台をなす最重要課題

の一つであり、本基金の果たすべき役割や存在意

義の大きさを改めて認識しているところです。

加えて、私たちは2020年から3年余に亘り、新型

コロナウイルス感染症という未曾有の災禍を経験

しました。毎日の行動が大きく制約されるなか、利

便性の過度な追求や都市への一極集中に依存した

経済・社会の脆さを肌身に感じ、自然と調和した穏

やかな日常を希求していく価値観や生活様式に深

い関心が寄せられることとなりました。

私たちの「ふるさと」埼玉県には、発達した交通

網や優れた産業基盤、快適な住環境がある一方、緑

なす秩父の山々、人々の暮らしと共存してきた雑木

林が点在する武蔵野の台地・平地、県内を巡るあま

たの河川などがあります。豊かな自然、そして多様

な生態系は私たちの日々の営みに多くの恵みをも

たらしてくれています。

こうした自然環境と生態系の恵みを損なうこと

なく、次世代に継承していくことは容易なことでは

なく、地道な活動の弛まぬ積み重ねこそが未来へ

の架け橋となっていくと信じております。

本基金の助成先の皆さまは、地域に根差した活

動に永年取組んでこられた先導者であり、私どもは

深甚なる敬意を表してやみません。

今後も武蔵野銀行は本基金による助成を通じ、一

先でも多くの団体の活動を支援していく所存です。

結びにあたり、今後皆さまの益々のご発展とご健

勝を祈念いたしますとともに、ご多忙の折にもかか

わらず、本誌編集にご協力いただきました方々に心

より感謝申し上げ、発刊にあたってのご挨拶とさせ

ていただきます。

株式会社武蔵野銀行 　  

頭取
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「公益信託武蔵野銀行みどりの基金」が創設30周年を迎えられましたことを、心からお
喜び申し上げます。

平成4年(1992年)の創設以来、長きにわたり県内における自然環境の保全活動を支え、
豊かな自然と共生する埼玉の実現に向け大きく貢献されていることに対して、改めて敬意
を表します。

さて、埼玉県は秩父の山林、武蔵野の面影を残す平地林、荒川や利根川をはじめとする
豊かな河川など、水と緑に彩られた豊かな自然環境に恵まれています。

県では、この豊かな自然環境を後世に残すため、平成20年に「彩の国みどりの基金」を
創設し、森林整備や身近な緑の保全と創出、県民運動の展開に取り組んでまいりました。

また、令和2年には埼玉版SDGsの重点テーマの一つとして「埼玉の豊かな水と緑を守り
育む」を位置付け、皆様とともにワンチームで「日本一暮らしやすい埼玉」の実現に取り組
んでいるところです。

こうした取組の原動力となっているのは、地域に根ざした県民主体の活動です。
貴行の「みどりの基金」はこれまでに延べ331団体の活動を助成し、その成果を広く発

信してこられました。
これらの取組が、自然環境を自ら守り育てていこうとする県民の意識を後押ししている

と強く感じています。
切り株から顔をのぞかせた「ひこばえ」がやがて大きな木に成長し、ついには新しい森を

つくるように、貴行の「みどりの基金」に支えられた地域の保全活動が、やがてみどり豊か
な埼玉を後世に残していくための大きな力となることを確信しています。

結びに、貴行と「公益信託武蔵野銀行みどりの基金」の更なる御発展並びに関係の皆様
のますますの御活躍をお祈り申し上げ、お祝いの言葉とさせていただきます。

水と緑豊かな埼玉へ

  ご寄稿  　基金創設30周年に寄せて

埼玉県知事　大野 元裕 様
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「公益信託武蔵野銀行みどりの基金」が創設30周年を迎
えられましたことを、心よりお祝い申し上げます。

貴基金は、1992年に、県内の自然環境保全および創出
活動を資金面から支援するため、武蔵野銀行創業40周年
記念事業として創設されました。この年は、リオデジャネイ
ロで地球環境サミットが開催され、地球環境問題が人類共
通の課題とされた記念すべき年です。日本政府は、民間に
よる環境保全活動を資金的に支援する仕組みを整備する
と表明しましたが、埼玉県内では貴基金が先駆けとなりま
した。

私どもは、気候変動枠組条約の京都議定書が採択され
た翌年の1998年に、貴基金と同様に、県内における環境
保全活動を支援することを目的に創設しました。環境への
意識が高まりつつあった時代でした。

今日では、パリ協定のもと、先進国も発展途上国も温室
効果ガス削減に取り組む時代となりました。また、生物多
様性条約締約国会議も15回を数え、着実に進んでいます。

こうした中で、環境保全活動においては、次代を担う子ど
もたちへの働きかけが大きな課題となっています。そこで、
私どもでは、小・中・高校のクラブ活動への助成メニューを
設けたり、公益財団法人埼玉県生態系保護協会に委託し
て、「子どもたちと自然をつなぐ体験活動プロジェクト」を
展開したりしています。貴基金と私どもは、「こころざし」を
同じくする組織として、ともに切磋琢磨しながら活動してい
きたいと思っております。

結びに、貴行と貴基金のますますのご活躍、ご発展を祈
念申し上げ、お祝いの言葉とさせていただきます。

　　　　　　

この度は「公益信託武蔵野銀行みどりの基金」が創設30周
年を迎えられましたことを心よりお祝い申し上げます。また、
この30年間、次世代に引き継ぐ自然環境づくりに、多大な貢
献を続けてこられたことに深く敬意を表します。

昨年12月、カナダで生物多様性条約第15回締約国会議
(COP15)の第2部が開催されました。「人と自然が共生する
世界」を2050年の将来像とし、2030年までに生物多様性の
損失を止めるだけではなく、さらに回復させていくための枠
組が採択されました。中でも重要な目標が、各国が陸と海の
それぞれ30%以上を自然保護区として守る「30by30」と企業
に求められる「ネイチャーポジティブ」です。

自然は私たちの生存の礎であることから、自然を永続的に
守り再生するために最も大切なことは土地を買いとることで
す。国・県・市町村がそれぞれ対応する必要がありますが、特
に市町村が重要であり、生態系ネットワーク計画の作成から
土地買収まで国と県の支援が必要となります。また、それとと
もに市民や企業も地域の生態系ネットワークに積極的に参加
することが求められています。

埼玉県では依然として、著しい自然の喪失、農薬や人工照
明による光害等の影響によって昆虫を激減させ、それらを食
物資源とする鳥類等、様々な野生動物が大きく減少していま
す。そうしたことから、当協会では首都圏の水源地である秩父
の森を守りつなぐ「水のトラストしよっ基金」をはじめ、武蔵
野台地の雑木林、荒川沿いの湿地などを買い取り守るナショ
ナルトラスト活動を展開しています。

今後も、環境と経済のバランスのとれた持続可能な社会の
発展に寄与することを願っています。

環境保全支援をともに 市民も企業も行政も自然を取りもどす時

公益財団法人 サイサン環境保全基金
代表理事　川本 武彦 様

（株式会社サイサン 代表取締役社長）

公益財団法人 埼玉県生態系保護協会
会長　池谷 奉文 様

基金創設 30 周年記念誌 44創設 30 周年記念誌



公益信託武蔵野銀行みどりの基金とは

公益信託とは

埼玉県内の美しく住み良い環境づくりのために

公益を目的として、委託者が金銭を「公益信託ニ関スル法律」に基づき受託者に信託し、
受託者がその公益目的を実現するために信託財産の管理や助成活動を行う制度です。

公益信託武蔵野銀行みどりの基金は、1992年7月、武蔵野銀行創業40周年記念事業の一環として、
埼玉県内における自然環境保全及び創出に資する事業に対して活動資金を助成することにより、
埼玉県内の美しく住み良い環境づくりに貢献することを目的として創設されました。

創 設 1992年７月

信託財産 金額　1億7千3百万円（2022年7月末現在）

目 的 埼玉県内における自然環境の保全及び創出に資する活動に対する助成を行い、
もって美しく住み良い環境づくりに貢献する。

委 託 者 株式会社武蔵野銀行

受 託 者 三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社

主務官庁 埼玉県

運営委員 ５名

信 託
管 理 人 １名

イメージ図 委託者
（武蔵野銀行）

信託管理人 運営委員会

主務官庁
（埼玉県）

助成先

受託者
（三菱UFJ信託銀行）

①公益信託契約 ②資金出捐

④助成先の選考・重要事項に関する
　助言・勧告

⑤助成金給付⑥助成金使用報告

信託財産報告書の提出

重要事項の承認等

指導・監督連絡事務

③信託財産の管理及び
　助成先の募集
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毎年４月に助成金を給付
助成先の募集は、例年１０月１日（土日祝日の場
合は翌営業日）から１２月中旬まで行われます。
その後、２月に開催される運営委員会にて厳正
な審査が行われ、助成先と助成金額が決定し、
４月下旬に助成金の給付が行われます。

応 募 資 格 埼玉県内の営利を目的としない法人・団体もしくは個人
なお、原則として、連続して3年間助成を受けた団体等は申請できません。

助成対象事業
埼玉県内の自然環境保全及び創出に資する活動
　①自然環境の保全及び創出に資する事業
　②自然環境の保全及び創出のために必要と認められる普及啓発に関する事業
　③自然環境の保全及び創出活動を促進するために必要な調査研究

助 成 金 額
１給付先につき、必要金額の範囲内でかつ100万円以下
（�ただし、飲食代金・保険費用・謝礼金は基本的に助成金対象外となります。また、選考審査により、その他の経費
項目も助成対象外となる場合があります。）

募 集 期 間 １０月１日（土日祝日の場合は翌営業日）～１２月中旬

応 募 書 類
助成金給付申請書
募集要項・応募書類は、武蔵野銀行の営業店窓口にて配布しております。
なお、武蔵野銀行ホームページにも掲載しております。https://www.musashinobank.co.jp

お問合せ先

［基金委託者］ 武蔵野銀行 総合企画部 広報・CSRグループ
〒330-0854	埼玉県さいたま市大宮区桜木町1-10-8　☎ 048-641-6111（代表）
［基金受託者］ 三菱UFJ信託銀行 リテール受託業務部 公益信託課
〒164-0001	東京都中野区中野3-36-16　  0120-622372（フリーダイヤル）

審 査 本基金運営委員会の審議により、給付先と給付金額を決定

給 付 予 定 ４月下旬

助成先の募集

1 自然環境の保全及び創出に資する事業
・動植物保護育成のための自然環境の保全及び創出活動
　（植物、野鳥、獣類、魚類、昆虫などの動物の保護育成）
・特異地質、地形等の保全活動
・自然環境の保全及び創出に必要と認められる美化、整備活動
　（単なる園芸、外来種等の植生は除く）
・その他自然環境の保全及び創出活動

自然環境の保全及び創出のために
必要と認められる普及啓発に関する事業

・セミナー・自然観察会などの開催
・自然環境保全及び創出を題材としたキャンペーン活動
・自然環境保全及び創出に関する冊子等の発行
　（有償のものは除く）
・指導者の研修、養成のための活動
・その他自然環境保全及び創出のために必要な
　普及啓発活動

自然環境の保全及び創出活動を促進するために
必要な調査研究
・自然環境の調査研究（動植物の生態調査など）
・調査研究のための資料、文献収集
・調査研究会の開催
・その他自然環境の保全及び創出活動を促進するための
　調査研究

公益信託武蔵野銀行みどりの基金

2 3

2022年度助成金贈呈式

３つの助成対象事業
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和光市
10先

 1990　

2000　

2010 

2020 

2011
（3月）
基金名を「公益信託むさしの
銀行みどりの基金」に変更

30年間の助成実績（累計）

5年ごとの助成先数・助成金額の推移 事業別助成実績（累計） 助成先の主な活動地域

助成先数

331
先

助成総額

約7,650
万円

自然環境の保全及び
創出に資する事業 207先

入間市
34先

所沢市
30先

上尾市
24先

朝霞市
9先

県内全域
5先

新座市
8先

寄居町
19先

熊谷市
17先

秩父市
13先

坂戸市
8先

深谷市
5先

行田市
6先

（※助成先5先以上の自治体のみ掲載）（※複数の事業に助成したケースもあり）

自然環境の保全及び
創出のために必要と認められる
普及啓発に関する事業 150先
自然環境の保全及び創出活動を
促進するための調査研究 74先

イ

ロ

ハ

川口市
8先

北本市
7先

鳩山町
6先

狭山市
11先

ふじみ野市
8先

さいたま市
59先

1994
（3月）
信託財産2,500万円追加

1996
（3月）
信託財産5,000万円追加

2002
（11月）
基金創設10周年を迎え、
「ひこばえ」第2集を発行

1995
（3月）
信託財産2,500万円追加

ひこばえひこばえ
第5集

～公益信託武蔵野銀行みどりの基金 創設25周年記念誌～

第5集

～公益信託武蔵野銀行みどりの基金 創設25周年記念誌～

2018年3月 公益信託武蔵野銀行みどりの基金

ひこばえひこばえ

グリーン購入に取り組んでいます。

＃798115_ひこばえ第5集　表紙

2013
（2月）
基金創設20周年を迎え、
「ひこばえ」第4集を発行

PHOTO：見沼たんぼ（さいたま市）

ひこばえ
～公益信託武蔵野銀行みどりの基金
　　　　　　　　　　　創設20周年記念誌～

平成 25 年 2月 公益信託武蔵野銀行みどりの基金

第4集

2018
（3月）
基金創設25周年を迎え、
「ひこばえ」第5集を発行

2021
（4月）
助成先が300先を超える

1997
（3月）
信託財産5,000万円追加
（12月）
基金創設5周年を迎え、
「ひこばえ」第1集を発行

1992
（7月）
武蔵野銀行創業40周年を記念し、「公
益信託むさしの緑の基金」（現 公益信
託武蔵野銀行みどりの基金）を創設
受  託  者：旧大和銀行
　　　　 （現りそな銀行）
信託財産：5,000万円

2003
（11月）
基金による環境保
全活動が評価され、
埼玉県知事表彰を
受賞     

2010
（9月）
受託者を三菱UFJ信託銀
行に変更

2012
（3月）
基金による助成等環境保
全への継続的な取組みが
評価され、第13回「さいた
ま環境賞」を受賞

世の中の
環境をめぐる
出来事

1992
（6月）
リオデジャネイロで地球サミット
が開催。「気候変動枠組条約」や
「生物多様性条約」などが採択さ
れる。

1997
（12月）
京都で気候変動枠組条約締約国
会議（COP3）が開催。温室効果ガ
ス排出量の削減に向け、京都議定
書が採択される。

2000
（9月）
ニューヨークで国連ミレニアム・
サミットが開催。SDGsの前進と
なるMDGs（ミレニアム開発目標）
が採択される。

2010
（10月）
名古屋で生物多様性条約締約国
会議（COP10）が開催。遺伝資源
の利用と利益配分に関する名古
屋議定書が採択される。 

2015
（9月）
ニューヨーク国連本部で国連サミットが
開催。17のゴールと169のターゲットか
ら構成されるSDGs（持続可能な開発目
標）が採択される。

（12月）
パリで気候変動枠組条約締約国会議
（COP21）が開催。京都議定書に続く、新
たな温室効果ガス排出削減等に向けた
枠組みであるパリ協定が採択される。

2022
（12月）
モントリオールで生物多様性条約締約国会
議（COP15）が開催。「昆明・モントリオール
生物多様性枠組」が採択され、「30by30」な
どが目標として定められる。                                                                          

2020
（10月）
日本で、2050年までに温室効果ガスの
排出を全体としてゼロにする「カーボン
ニュートラル」が宣言される。

1993
（2月）
第1回運営委員会を開催（以降、毎年2月に開催）

（3月）
信託財産5,000万円追加
（4月）
第1回助成金贈呈式を開催（以降、毎年4月に開催）

1,250
1,450 1,396 1,429

第16回
　　　～第20回

第11回
　　　～第15回

第21回
　　　～第25回

第6回
　　　～第10回

第1回
　　　～第5回

1,026

第26回
　　　～第30回

助成金額（万円）
助成先数

30 35 40 46

88 92

1,100

年
代

年
代

年
代

年
代

2015
（4月）
助成先が200先を超える

2023
（3月）
基金創設30周年を迎え、
「ひこばえ」第6集（本冊
子）を発行

2007
（4月）
助成先が100先を超える
（11月）
基金創設15周年を迎え、
「ひこばえ」第3集を発行

ひひここばばええ
第6集

202 3年 3月
公益信託武蔵野銀行

みどりの基金

公益信託武蔵野銀行みどりの基金  創設3 0周年記念誌

グリーン購入に取り組んでいます。

＃837431　ひこばえ第6集　表紙

沿革

助成実績
　おかげさまで創設以来、毎年多くの団体の皆さま
からご応募いただき、30年間で延べ331先の皆さま
に約7,650万円の助成を行っております。
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和光市
10先

 1990　

2000　

2010 

2020 

2011
（3月）
基金名を「公益信託むさしの
銀行みどりの基金」に変更

30年間の助成実績（累計）

5年ごとの助成先数・助成金額の推移 事業別助成実績（累計） 助成先の主な活動地域

助成先数

331
先

助成総額

約7,650
万円

自然環境の保全及び
創出に資する事業 207先

入間市
34先

所沢市
30先

上尾市
24先

朝霞市
9先

県内全域
5先

新座市
8先

寄居町
19先

熊谷市
17先

秩父市
13先

坂戸市
8先

深谷市
5先

行田市
6先

（※助成先5先以上の自治体のみ掲載）（※複数の事業に助成したケースもあり）

自然環境の保全及び
創出のために必要と認められる
普及啓発に関する事業 150先
自然環境の保全及び創出活動を
促進するための調査研究 74先

イ

ロ

ハ

川口市
8先

北本市
7先

鳩山町
6先

狭山市
11先

ふじみ野市
8先

さいたま市
59先

1994
（3月）
信託財産2,500万円追加

1996
（3月）
信託財産5,000万円追加

2002
（11月）
基金創設10周年を迎え、
「ひこばえ」第2集を発行

1995
（3月）
信託財産2,500万円追加

ひこばえひこばえ
第5集

～公益信託武蔵野銀行みどりの基金 創設25周年記念誌～

第5集

～公益信託武蔵野銀行みどりの基金 創設25周年記念誌～

2018年3月 公益信託武蔵野銀行みどりの基金

ひこばえひこばえ

グリーン購入に取り組んでいます。

＃798115_ひこばえ第5集　表紙

2013
（2月）
基金創設20周年を迎え、
「ひこばえ」第4集を発行
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～公益信託武蔵野銀行みどりの基金
　　　　　　　　　　　創設20周年記念誌～

平成 25 年 2月 公益信託武蔵野銀行みどりの基金

第4集

2018
（3月）
基金創設25周年を迎え、
「ひこばえ」第5集を発行

2021
（4月）
助成先が300先を超える

1997
（3月）
信託財産5,000万円追加
（12月）
基金創設5周年を迎え、
「ひこばえ」第1集を発行

1992
（7月）
武蔵野銀行創業40周年を記念し、「公
益信託むさしの緑の基金」（現 公益信
託武蔵野銀行みどりの基金）を創設
受  託  者：旧大和銀行
　　　　 （現りそな銀行）
信託財産：5,000万円

2003
（11月）
基金による環境保
全活動が評価され、
埼玉県知事表彰を
受賞     

2010
（9月）
受託者を三菱UFJ信託銀
行に変更

2012
（3月）
基金による助成等環境保
全への継続的な取組みが
評価され、第13回「さいた
ま環境賞」を受賞

世の中の
環境をめぐる
出来事

1992
（6月）
リオデジャネイロで地球サミット
が開催。「気候変動枠組条約」や
「生物多様性条約」などが採択さ
れる。

1997
（12月）
京都で気候変動枠組条約締約国
会議（COP3）が開催。温室効果ガ
ス排出量の削減に向け、京都議定
書が採択される。

2000
（9月）
ニューヨークで国連ミレニアム・
サミットが開催。SDGsの前進と
なるMDGs（ミレニアム開発目標）
が採択される。

2010
（10月）
名古屋で生物多様性条約締約国
会議（COP10）が開催。遺伝資源
の利用と利益配分に関する名古
屋議定書が採択される。 

2015
（9月）
ニューヨーク国連本部で国連サミットが
開催。17のゴールと169のターゲットか
ら構成されるSDGs（持続可能な開発目
標）が採択される。

（12月）
パリで気候変動枠組条約締約国会議
（COP21）が開催。京都議定書に続く、新
たな温室効果ガス排出削減等に向けた
枠組みであるパリ協定が採択される。

2022
（12月）
モントリオールで生物多様性条約締約国会
議（COP15）が開催。「昆明・モントリオール
生物多様性枠組」が採択され、「30by30」な
どが目標として定められる。                                                                          

2020
（10月）
日本で、2050年までに温室効果ガスの
排出を全体としてゼロにする「カーボン
ニュートラル」が宣言される。

1993
（2月）
第1回運営委員会を開催（以降、毎年2月に開催）

（3月）
信託財産5,000万円追加
（4月）
第1回助成金贈呈式を開催（以降、毎年4月に開催）

1,250
1,450 1,396 1,429

第16回
　　　～第20回

第11回
　　　～第15回

第21回
　　　～第25回

第6回
　　　～第10回

第1回
　　　～第5回

1,026

第26回
　　　～第30回

助成金額（万円）
助成先数

30 35 40 46

88 92

1,100

年
代

年
代

年
代

年
代

2015
（4月）
助成先が200先を超える

2023
（3月）
基金創設30周年を迎え、
「ひこばえ」第6集（本冊
子）を発行

2007
（4月）
助成先が100先を超える
（11月）
基金創設15周年を迎え、
「ひこばえ」第3集を発行

ひひここばばええ
第6集

202 3年 3月
公益信託武蔵野銀行

みどりの基金

公益信託武蔵野銀行みどりの基金  創設3 0周年記念誌

グリーン購入に取り組んでいます。

＃837431　ひこばえ第6集　表紙

基金創設 30 周年記念誌 88創設 30 周年記念誌



助成年度 助成先名

1993年度
（3先）

埼玉県緑の推進員連絡協議会
自然観察指導員埼玉県連絡会　大宮フレンド
寄居町にトンボ公園を作る会

1994年度
（7先）

朝霞の自然を観る会
黒浜沼周辺の自然を大切にする会
埼玉県ホタル保全連絡協議会
埼玉県緑の推進員連絡協議会
不老川をきれいにする会
与野の水と緑を考える集い
寄居町にトンボ公園を作る会

1995年度
（6先）

ウェットランド荒沢・川田谷マップ作成委員会
大宮市立芝川小学校（現 さいたま市立芝川小学校）
自然観察大宮フレンド
北本雑木林の会
熊谷市久下ムサシトミヨを守る会
吉田グリーンクラブ

1996年度
（6先）

北本雑木林の会
グラウンドワーク「おおたかの森トラスト」
埼玉昆虫談話会
秩父の環境を考える会
不老川をきれいにする会
武蔵丘陵森林公園の自然を考える会

1997年度
（8先）

心のこみち「きざき」
こども自然クラブ
自然観察大宮フレンド
秩父の環境を考える会
鳩ヶ谷にトンボ公園を作る会
名水風布川・日本水保存会
与野の水と緑を考える集い
寄居町にトンボ公園を作る会

1998年度
（6先）

朝霞湿生植物保護の会
北本にトンボ公園を作る会
小手指の森に親しむ会
埼玉昆虫談話会
八国山の自然に親しみつつ守る会
鳩ヶ谷にトンボ公園を作る会

1999年度
（7先）

綾瀬花の会
エコシティ志木
小手指の森に親しむ会
自然観察大宮フレンド
自然の会・オオムラサキ
若松小学校周辺の環境を考える会

助成年度 助成先名

よしみ町の自然をたのしむ会

2000年度
（7先）

川本町の風と緑と水を守る会
小手指の森に親しむ会
砂川堀流域川づくり懇親会
玉川・里山もりんど
よしみ町の自然をたのしむ会
与野の水と緑を考える集い
早稲田大学 自然環境調査室

2001年度
（7先）

上尾・まちづくりの会
学校法人佐藤栄学園 栄東高等学校 理科研究部
自然っ子クラブ
ソクラテスの会
秩父の環境を考える会
原市沼を愛する会
百年の森づくりの会

2002年度
（8先）

大中落環境保全会
自然っ子クラブ
新河岸川水系水環境連絡会
NPO法人 ２１世紀まちづくりの会（NPO鳩山）
花と緑の会
氷川の里ほたるの会
日高市環境ボランティア
百年の森づくりの会

2003年度
（9先）

小川町里山クラブ“ｙｏｕ－ｙｏｕ”
グラウンドワーク「里の杜」実行委員会
さいたま市立常盤小学校
新座キツネノカミソリ保存会
NPO法人 西川木楽会
別府沼を考える会
NPO法人 むさしの里山研究会
ヤマガラくらぶ
与野の水と緑を考える集い

2004年度
（6先）

荒川水系渓流保存会
加治丘陵どんぐりの会
高麗川ふるさとの会
NPO法人 つるがしま里山サポートクラブ
NPO法人 西川木楽会
花と緑の会

2005年度
（7先）

ＮＰＯ法人 加治丘陵山林管理グループ
鴻巣市立鴻巣南小学校
NPO法人 森林活用研究会こぴす
どんぐり山を愛する会

30年間の助成先の皆さま
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助成年度 助成先名

新座キツネノカミソリ保存会
ふるさと創生クラブ
寄居町カタクリを守る会

2006年度
（8先）

荒川を撮る会
さいたま市みどり愛護会
三貫清水の会
NPO法人 秩父の環境を考える会
環境ＮＧＯ ちびっこ探検隊
百年の森づくりの会
まちづくり協議会クローバー
柳瀬川の最上流をきれいにする会

2007年度
（10先）

東川を愛する会
エコネット塚本田んぼ
カケス里山会
くまがや地域通貨研究会
自然っ子クラブ
新座キツネノカミソリ保存会
錦乃原櫻草保存会
やまおやじの会
ヤマガラくらぶ
与野の水と緑を考える集い

2008年度
（6先）

エコ田んぼビオトープNORA
NPO法人 加治丘陵山林管理グループ
埼玉県立大宮高等学校 植林事業
ＮＰＯ法人 里山環境プロジェクト・はとやま
NPO法人 天覧山・多峯主山の自然を守る会
比企の川づくり協議会

2009年度
（10先）

越生町職員互助会
上仏子里山会
川口市立在家小学校 自然科学クラブ（現 在家小エコクラブ）
川越 樹の会
NPO法人 グリーンフォーレストジャパン
自然っ子クラブ
すわ・氷川森の会
利根川の自然を守る会
NPO法人 むさしの里山研究会
寄居町カタクリを守る会

2010年度
（9先）

NPO法人 荒川の自然を守る会
加治丘陵につつじを植え戻す会
金子の森 山桜会
金子山いろりあんサークル
さいたま市立芝川小学校

助成年度 助成先名

桜区のまちづくりを進める会
三貫清水の会
ヤマガラくらぶ
和田みどりを守る会

2011年度
（13先）

上尾市立上尾小学校
NPO法人 荒川藁の会
古代蓮の里 ホタルの会
白子・大坂湧水林保全の会
森遊クラブ
だいこんの会
藤寿会
原市みどりの再生ボランティアの会
ぶつし里山会
別府沼を考える会
“未来に残そう”谷田の泉を守る会
谷田の泉クラブ
和光自然環境を守る会

2012年度
（8先）

さって市民環境ネット
ＮＰＯ法人 自然観察さいたまフレンド
芝川第一調節池環境管理パートナーズ
新座キツネノカミソリ保存会
原市みどりの再生ボランティアの会
ＮＰＯ法人 比企自然学校
ＮＰＯ法人 むさしの里山研究会
和光自然環境を守る会

2013年度
（16先）

NPO法人 エンハンスネイチャー荒川・江川
加治丘陵につつじを植え戻す会
加治丘陵遊々クラブ
上仏子里山会
NPO法人 北本雑木林の会
グリーン・フォレスト・ネットワーク所沢
埼玉県立浦和第一女子高等学校　麗風会
桜区のまちづくりを進める会
舟運・ふじみんの郷
NPO法人 秩父百年の森
NPO法人 はとやま環境フォーラム
原市みどりの再生ボランティアの会
みどりの会（若松小学校周辺の環境を考える会）
柳瀬川の最上流をきれいにする会
よしみ町の自然を楽しむ会
寄居町かたくりを守る会

（敬称略）

基金創設 30 周年記念誌 1010創設 30 周年記念誌



助成年度 助成先名

2014年度
（21先）

NPO法人 荒川藁の会
エコ田んぼNORA
忍川環境を見守る会
加治丘陵につつじを植え戻す会
金子の森山桜会
NPO法人 くまがや地域通貨研究会
糀谷八幡湿地保存会
高麗川ふるさとの会
埼玉県立浦和第一女子高等学校　麗風会
舟運・ふじみんの郷
白子川と流域の水環境を良くする会
新座キツネノカミソリ保存会
樋春北ほたる保存会
ぶつし里山会
NPO法人 ふるさと創生クラブ
別府沼を考える会
柳瀬川の最上流をきれいにする会
ヤマガラくらぶ
与野・水と緑の会
寄居町かたくりを守る会
和田みどりを守る会

2015年度
（18先）

あさか環境市民会議
東川を愛する会
NPO法人 エンハンスネイチャー荒川・江川
おおたかの森トラスト
NPO法人 くまがや地域通貨研究会
県活市民講師塾交流会
糀谷八幡湿地保存会
埼玉昆虫談話会
桜区のまちづくりを進める会
笹目川の環境を守る会
NPO法人 自然観察さいたまフレンド
白子川と流域の水環境を良くする会
新河岸川水系水環境連絡会
ところざわ倶楽部　地域の自然グループ
原市みどりの再生ボランティアの会
NPO法人 むさしの里山研究会
与野・水と緑の会
寄居町にトンボ公園を作る会

2016年度
（16先）

エコ田んぼNORA
NPO法人 エコ．エコ
金子山いろりあん

助成年度 助成先名

NPO法人 熊谷市ほたるを保護する会
グリーン・フォレスト・ネットワーク所沢
県活市民講師塾交流会
高麗川ふるさとの会
埼玉昆虫談話会
さって市民環境ネット
学校法人佐藤栄学園 栄東中学・高等学校 理科研究部
NPO法人 秩父の環境を考える会
新座キツネノカミソリ保存会
南側用水路清流プロジェクト
元荒川をきれいにする会
柳瀬川の最上流をきれいにする会
与野・水と緑の会

2017年度
（17先）

あさか環境市民会議
NPO法人 エンハンスネイチャー荒川・江川
おおたかの森トラスト
加治丘陵につつじを植え戻す会
NPO法人 熊谷市ほたるを保護する会
県活市民講師塾交流会
江南の藤保存会
高麗川ふるさとの会
笹目川の環境を守る会
学校法人佐藤栄学園 栄東中学・高等学校 理科研究部
白子川と流域の水環境を良くする会
新河岸川水系水環境連絡会
NPO法人 秩父の環境を考える会
原市みどりの再生ボランティアの会
ふかや緑の王国ボランティア
水野の森　里山の会
和田みどりを守る会

２０１８年度
（20先）

ＮＰＯ法人 エコ．エコ
ＮＰＯ法人 エンハンスネイチャー荒川・江川
大台東緑化クラブ（現 大台東美化クラブ）
柿沼堀を守る会 
加治丘陵につつじを植え戻す会
金子山いろりあん
認定ＮＰＯ法人 熊谷市ほたるを保護する会
高麗川ふるさとの会
埼玉県生態系保護協会 加須支部
笹目川の環境を守る会
新河岸川水系水環境連絡会
ＮＰＯ法人 秩父の環境を考える会

30年間の助成先の皆さま
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助成年度 助成先名

新座キツネノカミソリ保存会
ＮＰＯ法人 はとやま環境フォーラム
原市みどりの再生ボランティアの会
ふかや緑の王国ボランティア
別府沼を考える会
未来遺産・見沼たんぼプロジェクト推進委員会
与野・水と緑の会
寄居町かたくりを守る会

２０１９年度
（18先）

エコ田んぼＮＯＲＡ
加治丘陵につつじを植え戻す会
ＮＰＯ法人 くまがや地域通貨研究会
埼玉県生態系保護協会 加須支部
学校法人佐藤栄学園 栄東中学・高等学校 理科研究部
笹目川の環境を守る会
ＮＰＯ法人 自然環境観察会
ＮＰＯ法人 ジョイライフさやま
白子川と流域の水環境を良くする会
新河岸川水系水環境連絡会
智光山・野草園の会
新座キツネノカミソリ保存会
原市みどりの再生ボランティアの会
ＮＰＯ法人 ふるさと創生クラブ
みどりの会（若松小学校周辺の環境を考える会）
ヤマガラくらぶ
与野・水と緑の会
和光自然環境を守る会

２０２０年度
（18先）

ＮＰＯ法人 エコ．エコ
エコ田んぼＮＯＲＡ
大台東緑化クラブ（現 大台東美化クラブ）
加治丘陵遊々クラブ
金子山いろりあん
ＮＰＯ法人 くまがや地域通貨研究会
高麗川ふるさとの会
学校法人佐藤栄学園 栄東中学・高等学校 理科研究部
ＮＰＯ法人 自然環境観察会
ＮＰＯ法人 ジョイライフさやま
智光山・野草園の会
ＮＰＯ法人 秩父百年の森
ふるさと上谷沼 地域創造塾（現 上谷沼周辺の自然を守る会）
ＮＰＯ法人 ふるさと創生クラブ
宮代水と緑のネットワーク
未来遺産・見沼たんぼプロジェクト推進委員会

助成年度 助成先名

与野・水と緑の会
 寄居町かたくりを守る会

２０２１年度
（19先）

ＮＰＯ法人 荒川の自然を守る会
エコ田んぼＮＯＲＡ
ＮＰＯ法人 エコ．エコ
おおたかの森トラスト
加治丘陵につつじを植え戻す会
加治丘陵遊々クラブ
ＮＰＯ法人 くまがや地域通貨研究会
高麗川ふるさとの会
笹目川の環境を守る会
学校法人佐藤栄学園 栄東中学・高等学校 理科研究部
ＮＰＯ法人 自然環境観察会
白子川と流域の水環境を良くする会
ＮＰＯ法人 ジョイライフさやま
智光山・野草園の会
ところざわ地域の自然グループ
ＮＰＯ法人 はとやま環境フォーラム
東松山市立市の川小学校 希少野生生物保護増殖プロジェクト
ふるさと上谷沼 地域創造塾（現 上谷沼周辺の自然を守る会）
未来遺産・見沼たんぼプロジェクト推進委員会

２０２２年度
（17先）

綾瀬川を愛する会
NPO 法人 荒川の自然を守る会
NPO 法人 エコ．エコ
OS ふじの森の会
大台東緑化クラブ（現 大台東美化クラブ）
風間 健太郎
加治丘陵につつじを植え戻す会
加治丘陵遊々クラブ
NPO 法人 北本雑木林の会
高麗川ふるさとの会
笹目川の環境を守る会
白子川と流域の水環境を良くする会
ツキノワの会
NPO 法人 つるがしま里山サポートクラブ
遠ノ平山棚田を守る会
NPO 法人 はとやま環境フォーラム
未来遺産・見沼たんぼプロジェクト推進委員会

（敬称略）

基金創設 30 周年記念誌 1212創設 30 周年記念誌


























